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り、そのスペクトルは 2.725 [ K ]の黒体輻射に極めてよ
く一致することが知られている．重要な点としては，
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無限次元多様体の位相構造
嶺　幸太郎*







































定義. E を等質な位相空間とする. 各点が, E の開集
合と同相な近傍を持つような位相空間をE-多様体とい
う. このとき, E を多様体のモデル空間と呼ぶ.
n次元多様体とは Rn-多様体のことにほかならない.
一般論としては, モデル空間 E がどんな等質空間であ
ろうとも上のようにして E-多様体なる概念が定義でき
る. しかしながら本論では, E が主に線形空間となる場
合について論じる. ただし, 関連する研究としてヒルベ






定理 1により分かる. ここで, 完備距離づけ可能な局所
凸位相線形空間をフレシェ空間 (Fréchet space) と
呼ぶ. ヒルベルト空間やバナッハ空間はフレシェ空間で
ある.
定理 1 (Kadec-Anderson). 稠密度の等しい無限次元
フレシェ空間はすべて同相 (≈) である.
稠密度とは, 稠密部分集合の最小濃度のことを指す.
位相空間 X の稠密度が可算無限濃度 ℵ0 以下になると
き, X は可分であるという. 定理 1 の非可分な場合を
含めた証明は [29] にある.
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